
鳴瀬川水系河川整備計画の変更内容について

【大臣管理区間】

＜概要説明資料＞

令和４年３月２２日

国土交通省 東北地方整備局

第20回鳴瀬川水系河川整備学識者懇談会 資料－２
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鳴瀬川水系河川整備計画（変更）の経緯 鳴瀬川水系

①平成19年8月に策定した鳴瀬川水系河川整備計画（以下、本計画）では、鳴瀬川本川で戦後最大、支川吉田川で戦
後第二位となった昭和22年9月洪水規模に対応するため、治水・利水・環境における目的が総合的に達成できるよう
河川整備を実施してきました。

②平成23年3月11日、東北地方太平洋沖地震が発生し、地震に伴う津波や地殻変動による地盤沈下等により、鳴瀬川
の河口部を含む太平洋沿岸域において甚大な被害が発生したため、これを契機として、平成24年11月に「鳴瀬川水
系河川整備基本方針」及び「本計画」を変更しました。

③国土交通省所管の「鳴瀬川総合開発事業」と宮城県所管の「筒砂子ダム建設事業」について、国土交通省東北地方
整備局と宮城県がダム事業の検証に係る検討を共同で行った結果、「両事業を統合し、筒砂子ダム（規模拡大）と漆
沢ダム（既設）との容量再編により田川ダムを中止する案が最も有利である。」と国土交通省東北地方整備局長が対
応方針案を決定、宮城県知事が対応方針を決定、国土交通大臣に報告し、平成25年8月23日に国土交通省の対応
方針が決定されたことから、これを踏まえて、平成26年8月に本計画を変更しました。

④更に、関東・東北豪雨（平成27年9月洪水）により、鳴瀬川水系では甚大な被害が発生したこと、並びに、筒砂子ダムと
漆沢ダム（既設）との容量再編諸元等に変更が生じたことから、平成28年11月に本計画を変更しました。

⑤令和2年1月には、吉田川上流遊水地群の位置決定に伴う諸元確定及び善川直轄区間の延伸により、本計画を変更
しました。

⑥今回は、令和元年東日本台風により、吉田川で甚大な被害が発生したこと、並びに鳴瀬川総合開発事業に関する基
本計画策定などを踏まえ、本計画の変更を行うものです。

整備計画
変更
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１．「令和元年東日本台風」及び気候変動に伴う降雨の増大を考慮した目標の見直し

河川整備を加速化し、河川整備計画の達成を目指す。また、整備目標を上回る洪水の発生に対して、

地域の水災害リスクを低減させるために減災対策の充実を図ることを検討する旨、記載。

吉田川の整備目標を関東・東北豪雨（平成２７年９月洪水）規模から、令和元年東日本台風規模に変更（気候変動に伴う降雨の増

大を考慮した目標と同規模）。

鳴瀬川本川は、支川吉田川との安全度のバランスを踏まえて、気候変動に伴う降雨の増大を考慮した目標に変更。

鳴瀬川水系河川整備計画（変更）のポイント 鳴瀬川水系

（時間の経過）

概ね３０年間

段階的な整備目標

H19.8.3 整備計画策定

河
川
整
備
の
水
準
（治
水
対
策
）

長期的な整備目標
（河川整備基本方針）

河
川
整
備
基
本
方
針

高い

低い

Ｈ27 R4

Ｓ22

鳴瀬川中流部緊急対策特定区
間事業（H15～H26）

策定時の水準

昭
和
22
年
９
月
洪
水

R6

平
成
27
年
9
月
洪
水

 河川整備計画に基づく河川整備の継続、加速化
 必要に応じた計画の見直しや対策の位置付け

＜整備計画に記載している主な項目＞
● 築堤、河道掘削、内水対策、河川管理施設の耐震対策、施設能力を上回る洪水を想定した対策の実施
● 水害に強いまちづくり事業、水防活動拠点の整備
● 鳴瀬川ダムと漆沢ダムとの容量再編、吉田川上流の洪水調節施設、遊水地群の建設
◆ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する整備
◆ 河川環境の整備と保全
◆ 河川の維持管理、危機管理体制の整備・強化、住民参加と地域との連携による川づくり
◆ 河川整備の重点的、効果的、効率的な実施、長期的な目標達成に向けた調査・検討

計画の見直しによって、
⇒ 鳴瀬川と吉田川全体の整備率が向上
⇒ 吉田川沿川については、東日本台風規模の整備完了

H24.11.20整備計画変更
H28.11.30整備計画変更
R2.1.27整備計画変更

昭
和
61
年
8
月
洪
水

平
成
23
年
３
月
地
震

Ｓ61

H26.8整備計画変更

水害に強いまちづくり事業

床上浸水対策特別緊
急事業

大規模災害
関連事業

河
川
整
備
計
画

気
候
変
動
を
考
慮
し
た
河
川
整
備
計
画

概ね３０年間

R4

令
和
元
年
東
日
本
台
風

令和元年東日本台風は、吉田川に
おいて段階的な整備目標である現
行の河川整備計画を上回った 気

候
変
動
を
考
慮
し
た
規
模
（鳴
瀬
川
）

東
日
本
台
風
規
模
（
吉
田
川)

▲▲▲▲

集水域と氾濫域を含む流域全体で、
あらゆる関係者が協働して行う総合
的かつ多層的な治水対策を推進

▲
R3.3.30
鳴瀬川水系流域治水ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ策定
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２．法律改正及び答申等による見直し

河川整備の途中段階や整備目標を上回る大規模洪水は、いつでも起こりうると想定されるため、河川

流域全体のあらゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減させる「流域治水」への転換を進めること

が必要。集水域と氾濫域を含む流域全体で、あらゆる関係者が協働して行う総合的かつ多層的な治水

対策を推進するため、関係者の合意形成を推進する取り組みの実施や、自治体等が実施する取り組み

に必要な支援を行う旨、記載。

気候変動を踏まえた水災害対策のあり方、流域治水への転換について追加。

流域治水の考えを取り入れた防災対策について追加。

３．鳴瀬川総合開発事業の基本計画策定による見直し

鳴瀬川総合開発事業の基本計画が策定されたことに伴い、ダム名称の修正を記載。

 「筒砂子ダム」を「鳴瀬川ダム」、「漆沢ダム（既設）」を「漆沢ダム（再開発）」に修正。

４．その他事項による修正

現行の鳴瀬川水系河川整備計画に記載している統計データ等の時点修正を記載。

鳴瀬川水系河川整備計画（変更）のポイント 鳴瀬川水系
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鳴瀬川流域の概要
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流域の地形及び氾濫原の諸元 鳴瀬川水系流域図

 鳴瀬川は、流域面積1,130km2、幹川流路延長89km（吉田川53km）、源流は宮城・山形県境に位置する船形山（標高1,500m）に発します。

 大崎市をはじめとする 4 市 7 町 1 村からなり、流域内人口は約 18 万人と宮城県の約 8％を占め、想定氾濫区域内人口は15万人におよびます。

 流域内には東北縦貫自動車道、国道４号、東北新幹線、東北本線等の基幹交通施設が整備されており、交通の要衝となっています。

流域の人口と産業の推移 大和町（仙台北部中核工業団地）、大衡村（第２仙台
北部中核工業団地）には、自動車メーカ等が進出して
製造品出荷額が増加

流域の概要 鳴瀬川水系

水源及び標高 宮城県加美郡加美町船形山 1,500m

流域面積 1,130km2（吉田川350km2）（全国第61位）

幹川流路延長 89km（吉田川53km）（全国第56位）

流域内市町村数 4市7町1村

流域内人口※ 約18万人

想定氾濫区域面積※ 約300km2

想定氾濫区域内人口※ 約15万人

想定氾濫区域内資産額※ 約2.84兆円

※河川現況調査結果（平成26年基準）より

【流域及び氾濫原の諸元】

ふながたやまな る せ が わ

お お さ き
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鳴瀬川流域

吉田川流域

田川

筒砂子川

▲箕輪山

▲翁峠

▲

半森山

▲船形山

三本木

野田橋

野蒜

大和町
（約2.8万人）

東松島市
（約4.0万人）

美里町
（約2.5万人）

加美町
（約2.4万人）

色麻町
（約7千人）

松島町
（約1.4万人）

涌谷町
（約1.7万人）

石巻市
（約14.7万人）

落合

富谷市
（約5.2万人）

大郷町
（約8千人）

吉田川
▲北泉ヶ岳

新江合川

た か ぎ

中～下流域は低平地

穀倉地帯（大崎耕土）が広がる

宮城県

鳴瀬川流域
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流域内に係る市町村人口
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流域関係市町村の人口推移 流域内市町村の農業産出額及び製造品出荷額の推移

※市町村別農業産出額、宮城県の工業より

製造品出荷額は
バブル後も増加

農業産出額は減少傾向

人口はほぼ横ばい

出典：S55～R2宮城県統計年鑑等
R2.3月末宮城県住民基本台帳人口及び世帯数
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鹿島台中心部の浸水状況鹿島台中心部の浸水状況

吉田川旧鹿島台（大崎市）にて堤防決壊によ
る家屋の孤立（宮城県HPより）

主な洪水被害 鳴瀬川水系

 これまで、鳴瀬川水系では、昭和22年9月、昭和23年9月、昭和61年8月、平成27年9月洪水で甚大な被害が生じています。

 令和元年東日本台風では、吉田川左岸20.9k（大郷町粕川地区）の堤防が決壊した他、32箇所で越水・溢水が発生しました。

鳴瀬川水系における主な洪水

鳴瀬川旧三本木（大崎市）
奥州街道沿いの橋梁が水没

昭和22年9月洪水 昭和23年9月洪水

昭和61年8月洪水

令和元年10月洪水

大崎市多田川・渋井川合流点付近の浸水状況

出典：昭和25年8月洪水以前は「概要江合・鳴瀬両河川改修工事誌（北上川下流工事事務所）」、昭和61年～平成27年洪水は「水害統計」

※最大流量は、氾濫、ダム戻しによる計算流量。
※明治43年8月洪水の家屋全半壊には、土砂災害を含む場合がある。
※床上浸水、床下浸水、氾濫面積について、昭和25年8月洪水以前の外水・内水被害の内訳は不明。
※大正2年8月洪水は、中新田町の被害（出典資料の大正2年8月洪水が中新田町被害のみ掲載）。

よ し だ が わ

三川合流点付近の浸水状況

吉田川

平成27年9月洪水

吉田川

大郷町粕川の堤防決壊状況
大郷町山崎、大崎市鹿島台大迫浸水状況

おおさとちょうかすかわ

洪水発生年

鳴瀬川三本木地点 吉田川落合地点

被害状況流域平均
2日雨量(㎜)

最大流量
(m3/s)

流域平均
2日雨量(㎜)

最大流量
(m3/s)

明治43年8月 305 約4,100 295 －

死者：26名、行方不明者：17名、負傷者：39名
家屋全半壊：131戸
床上浸水：422戸、床下浸水：171戸
氾濫面積：925ha

大正2年8月 230 － － －
床上浸水：約400戸
床下浸水：約470戸

昭和22年9月
（カスリン台風）

284 約3,370 254 約1,390
床上浸水：鳴瀬川1,150戸、吉田川850戸
床下浸水：鳴瀬川1,450戸、吉田川650戸
氾濫面積：鳴瀬川6,340ha、吉田川3,134ha

昭和23年9月
（アイオン台風）

268 約2,480 334 約2,290
床上浸水：鳴瀬川251戸、吉田川1,001戸
床下浸水：鳴瀬川1,006戸、吉田川925戸
氾濫面積：鳴瀬川3,778ha、吉田川6,491ha

昭和25年8月 249 約2,730 232 約1,120

家屋流出：鳴瀬川6戸、吉田川46戸
床上浸水：鳴瀬川207戸、吉田川614戸
床下浸水：鳴瀬川509戸、吉田川344戸
氾濫面積：鳴瀬川2,410ha、吉田川4,185ha

昭和61年8月 254 約1,610 289 約1,190

床上浸水（外水）：鳴瀬川一戸、吉田川1,056戸
床上浸水（内水）：鳴瀬川13戸、吉田川67戸
床下浸水（外水）：鳴瀬川136戸、吉田川503戸
床下浸水（内水）：鳴瀬川55戸、吉田川105戸
氾濫面積：鳴瀬川2,662ha、吉田川6,050ha

平成6年9月 183 約1,890 137 約450
床上浸水（外水）：鳴瀬川1戸、吉田川-戸
外水氾濫面積：鳴瀬川0.4ha、吉田川-ha

平成14年7月 168 約1,130 211 約1,000

床上浸水（外水）：鳴瀬川-戸、吉田川1戸
床上浸水（内水）：鳴瀬川2戸、吉田川2戸
床下浸水（外水）：鳴瀬川2戸、吉田川17戸
床下浸水（内水）：鳴瀬川424戸、吉田川58戸
外水氾濫面積：鳴瀬川-ha、吉田川13ha
内水氾濫面積：鳴瀬川1,288ha、吉田川824ha

平成23年9月 257 約1,450 280 約990

床上浸水（外水）：鳴瀬川5戸、吉田川4戸
床上浸水（内水）：鳴瀬川107戸、吉田川-戸
床下浸水（外水）：鳴瀬川5戸、吉田川5戸
床下浸水（内水）：鳴瀬川96戸、吉田川-戸
外水氾濫面積：鳴瀬川24ha、吉田川334ha
内水氾濫面積：鳴瀬川16ha、吉田川400ha

平成27年9月 310 約2,350 324 約1,670

床上浸水（外水）：鳴瀬川358戸、吉田川144戸
床上浸水（内水）：鳴瀬川33戸、吉田川20戸
床下浸水（外水）：鳴瀬川136戸、吉田川163戸
床下浸水（内水）：鳴瀬川21戸、吉田川8戸
外水氾濫面積：鳴瀬川1,914ha、吉田川1,489ha
内水氾濫面積：鳴瀬川866ha、吉田川106ha

令和元年10月 298 約2,590 331 約1,930
床上浸水：吉田川492戸
床下浸水：吉田川186戸
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治水事業の歴史 鳴瀬川水系

 鳴瀬川流域では、低平地という地形的な特徴により浸水被害が多発し、古くから河川の付け替えや新川開削等の対策が行われてきました。

 氾濫しやすい品井沼では、江戸時代より水を松島湾へ排水する事業が実施され、明治時代以降には流域の一部（鶴田川）を分離しました。

 昭和時代には、鳴瀬川と吉田川の合流対策として背割堤、江合川の洪水を鳴瀬川に導水する新江合川の開削等を実施しました。

 こうした事業を背景に、肥沃で広大な水田地域が形成され、沿川に市街地が発展しています。

鳴瀬川・吉田川の河道の変遷
鶴田川の分離（品井沼の開拓）

原始河川

 吉田川の下流に位置する
品井（しない）沼は約
2,500haの沼地

 鳴瀬川が増水すると水が
吉田川へ逆流し、品井沼
が氾濫するため、周囲に
多大の被害

江戸時代

 江戸時代に品井沼の水を松
島湾へ流下させる『元禄潜
穴(げんろくせんけつ)』を
開削

 鳴瀬川の逆流防止工事とあ
わせ、新たに600町歩の新
田を開発

● 鳴瀬川の本格的治水事業は、品井沼の干拓と合わせて低

平地の洪水を抜くことから始まる。

● 江戸時代には品井沼の水を流域外へ抜く元禄潜穴（元禄

6年～11年）を開削。

●明治時代以降も、品井沼の排水のため、明治潜穴(明治39

年～43年）、幡谷ｻｲﾌｫﾝ（昭和7～9年）を開削。

新江合川 平成27年9月洪水時の状況

背割堤 昭和16年(1941)完成

背割堤の設置

● 鳴瀬川の最大支川である吉田川との合流部は地形的特性

も相まって、氾濫の常習地帯であった。

●吉田川の河床は鳴瀬川の河床より低く、鳴瀬川の洪水が吉

田側へ逆流していた。

● このため、鳴瀬川からの逆流による氾濫を防ぐため、新たに

新川を開削し背割堤を設置（大正14～昭和16年）

元禄潜穴 元禄11年(1698)完成 明治潜穴 明治43年(1910)完成

● 昭和22年9月カスリン台風、昭和23年9月アイオン台

風により鳴瀬川ならびに隣水系である北上川水系で甚

大な被害が発生

● 北上川水系江合川から洪水の一部を受け入れるための

新江合川を開削（昭和8年～昭和32年）

● 洪水時に最大800m3/sを導水する計画

新江合川の開削明治以降

 元禄潜穴にあわせ、さら
に明治潜穴（めいじせん
けつ）を開削

 大正、昭和初期において、
吉田川に合流していた鶴
田川を幡谷（はたや）サ
イフォンで分離

 昭和初期に、吉田川への
逆流防止のため、背割堤
（せわりてい）を設置

 江合川の洪水を鳴瀬川へ
導水するための新江合川
を開削

幡谷サイフォン 昭和9年完成

吉田川の下を
サイフォンで
立体交差

まつしまわん つ る た が わ

え あ い が わ し ん え あ い が わ

吉
田
川

鳴
瀬
川

背割堤

鳴瀬川

新江合川

し な い ぬ ま
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治水計画の変遷と治水事業の経緯 鳴瀬川水系

主な災害・被害状況一覧

●明治43年8月洪水

・家屋全半壊131戸、床上浸水422戸、床下浸水171戸

・鳴瀬川最大流量 約4,100m3/s※1

◆大正6年～：県営工事

・江合、鳴瀬、吉田三川合流計画

◆大正10年：直轄改修当初計画

・鳴瀬川 1,200m3/s、吉田川 560m3/s

◇大正14～昭和16年 背割堤建設

●昭和22年9月洪水（カスリン台風）

・鳴瀬川中新田地内で左右岸の堤防が決壊

・吉田川大郷地内で右岸の堤防が決壊

・床上浸水約2,000戸、床下浸水約2,100戸

・鳴瀬川戦後最大流量 約3,400m3/s※1

●昭和23年9月洪水（アイオン台風）

・鳴瀬川中新田地内で堤防が決壊

・吉田川中流部各所で堤防が決壊、甚大な災害

・床上浸水1,252戸、床下浸水1,931戸

・吉田川戦後最大流量 約2,300m3/s※1

◆昭和24年：直轄改修改定計画

・鳴瀬川 3,000m3/s、吉田川 1,200m3/s

◆昭和41年：工事実施基本計画

・計画高水流量：鳴瀬川 3,000m3/s、吉田川 1,200m3/s

◆昭和55年：工事実施基本計画

・基本高水流量：鳴瀬川 4,100m3/s、吉田川 2,300m3/s

・計画高水流量：鳴瀬川 3,100m3/s、吉田川 1,600m3/s

●昭和61年8月洪水

・吉田川4箇所で堤防が決壊し、川沿いの町では激甚な被害

・床上浸水約1,136戸、床下浸水約799戸

・鳴瀬川1,610m3/s※1、吉田川1,190m3/s※1

●平成15年7月宮城県北部地震により堤防崩壊

・堤防斜面崩壊・陥没など鳴瀬川を中心に被災

◆平成18年：河川整備基本方針

・基本高水流量：鳴瀬川 4,100m3/s、吉田川 2,300m3/s

・計画高水流量：鳴瀬川 3,300m3/s、吉田川 1,600m3/s

◆平成19年：河川整備計画［大臣管理区間］

・整備計画目標流量：鳴瀬川 3,400m3/s、吉田川 1,400m3/s

・河道配分流量：鳴瀬川 2,800m3/s、吉田川 1,300m3/s

●平成23年3月 東北地方太平洋沖地震
・津波により河口部に位置する東松島市では甚大な被害
・津波、地震の液状化等により河川管理施設にも多くの被害

・鳴瀬川水系：３６４箇所 被災

●平成23年9月洪水

・鳴瀬川1,450m3/s※1、吉田川990m3/s※1

・床上浸水約116戸、床下浸水約106戸

●平成24年：河川整備基本方針、河川整備[大臣管理区間]の変更

・河口部における津波・高潮対策や地盤沈下等に対応

●平成27年9月洪水（平成27年9月関東・東北豪雨）

・鳴瀬川2,350m3/s※1、吉田川1,670m3/s※1

・床上浸水約555戸、床下浸水約328戸

●令和元年10月洪水（令和元年東日本台風）

・鳴瀬川2,590m3/s※1、吉田川1,930m3/s※1

・吉田川1箇所で堤防決壊、32箇所で越水・溢水、沿川の町は甚大な被害

・床上浸水492戸、床下浸水186戸 ※1：氾濫・ダム戻しによる計算流量

激甚災害対策特別緊急事業（S61～H2） 鳴瀬川床上浸水対策特別緊急事業（H29～R4）

大規模災害関連事業（R1～R6）

昭和61年8月洪水では、吉田川4箇所で堤防が決壊するなど
激甚な被害が発生。再度災害防止のため、激特事業を実施。

平成27年9月関東・東北豪雨では、堤防越水により吉田川上流
部において、床上浸水被害が発生。同規模の洪水に対して重
大な家屋浸水被害を防止するため、床上事業を実施。

■

落
合
基
準
地
点

4.0k

S61.8に洪水に伴う鹿島台中心部の浸水状況

吉田川
竹林川

東北自動車道

越流堤

竹林川遊水地
60ha

大和町

富谷市

竹林川遊水地

善
川

越流堤

善川遊水地
56ha

海老沢橋大衡村

奥田川善川遊水地

令和元年東日本台風では、吉田川において1箇所で堤防決壊、32箇所で越水・溢水が発生し、甚大な浸水被害が生じた。
再度災害防止のため、大規模災関事業を実施。

■河道掘削

余裕高
計画の水位

計画堤防高

現況
堤防

■堤防整備

堤防を高く、
断面を大きくし
強化する。

吉田川

善川

竹林川

吉田川

：決壊箇所

：R1.10洪水浸水範囲

：築堤

：河道掘削

凡例

吉田川

堤防決壊状況（L20.9k）

掘削土砂を
有効活用

吉田川

善川

竹林川

吉田川

： H27.9洪水浸水範囲

：築堤

：河道掘削

凡例

：遊水地整備

＜事業範囲＞

＜事業範囲＞

激特区間

：決壊箇所

： S61.8洪水浸水範囲

：築堤

：河道掘削

凡例

吉田川
善川

竹林川

吉田川

＜事業範囲＞

越水 越水

普段の水位

台風19号の水位 水位を下げる効果

普段の水位
掘削により除去

水の流れる面積が増えて水位が低下

掘削後の水位

築堤築堤
S61.8洪水水位

河道掘削

S61.8洪水水位

越水越水
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宮城県 全国平均

約17万トン
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収穫高

（万トン）

流域関係市町村の水稲収穫高
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吉田川 

三本木 

落合 

三本木 野田橋

落合

幡谷

水田利用地

利水の現状と課題 鳴瀬川水系

 鳴瀬川から取水された水は宮城県の代表的なブランド米のササニシキ、ひとめぼれの主産地である大崎平野にかんがい用水として供給されています。

 また、堰（鳴瀬堰、鳴瀬中流堰、桑折江堰、若針塩止堰）、ダム（漆沢ダム、南川ダム、宮床ダム）が完成し、水利用に寄与しています。

 しかし、昭和48年、昭和53年及び平成6年のほか、近年でも度々水不足が発生してきました。

 水利用の約80％がかんがい用水であり、渇水時には大きな影響が発生し、更なる安定供給の確保が必要となっています。

平成6年8月渇水の状況

鳴瀬川中流堰下流地点

渇水流量が正常流量を下
回る年は45年間のうち、
2.0m3/s以下は3ヶ年
4.0m3/s以下は8ヶ年

鳴瀬川水系の水利用状況

流域の水田利用地と貯水・取水施設

渇水流量の経年値と平成6年8月渇水の状況

宮城県内
の50%

鳴瀬川

●横断構造物
鳴瀬川
（目的）安定取水
・平成 2年完成 鳴瀬堰（4.8km）
・平成14年完成 鳴瀬川中流堰（21.7km）
・平成15年完成 桑折江堰（34.0km）
吉田川
（目的）塩水遡上防止
・昭和48年完成 若針潮止堰

桑折江堰

鳴瀬川中流堰

漆沢ダム

南川ダム

宮床ダム 若針潮止堰 鳴瀬堰

■ダム
鳴瀬川
・昭和56年完成 漆沢ダム
吉田川
・昭和63年完成 南川ダム
・平成12年完成 宮床ダム

宮城県HPより

宮城県HPより

宮城県HPより

う る し ざ わ みなみかわ みや と ここ お り え わかば り

お お さ き

木間塚大橋下流の瀬切れ状況 旧松山町（大崎市）水田のひびわれ状況

かんがい用水, 

48.3m3, 85%

上水道用水, 

1.3m3, 2%
工業用水, 

0.4m3, 1%

発電用水, 

7.0m3, 12%

かんがい用水 上水道用水

取水の約8割

令和3年3月時点

吉田川落合地点 渇水流量が正常流量
を下回る年は宮床ダム
完成後20年間のうち、
1.0m3/s以下は1ヶ年
1.5m3/s以下は7ヶ年

※農林水産関係市町村別統計（令和元年）より

鳴瀬川流域の水稲収穫高
・宮城県全体の約5割
・全国平均に匹敵
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感恩橋（南郷）：A類型 BOD75%値

環境基準値 2.0mg/L以下観測開始 昭和53年
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二子屋橋（鹿島台）：B類型 BOD75%値

環境基準値 3.0mg/L以下観測開始 昭和42年

水質と河川空間の現状と課題 鳴瀬川水系

［遊び］河原で遊ぶ子供たち
【下伊場野水辺の楽校】
＜鳴瀬川30.2k付近＞

［学び］水生生物調査
【下伊場野水辺の楽校】
＜鳴瀬川30.2k付近＞

［遊び］あゆの里祭り（毎年8月中旬）の実施
【あゆの里公園（中新田河川公園）】

＜鳴瀬川47.0k付近＞

 鳴瀬川は、流域に暮らす人々の生活・産業・歴史・文化・経済などを支え育んできた川であり、釣りやスポーツ、レクリエーション利用等のレジャー活動な

ど、多様な形態で利用されています。

 鳴瀬川流域の地域連携・交流の促進、河川環境保全意識の高揚等を図ることを目的とし、河川に関する情報の収集・提供、人材育成等の活動、河川環境

整備といった地域づくり活動にも取り組んでいます。

 水質については、水の汚れを示す代表的な指標のBOD(75%値)は環境基準を概ね満足しています。

［学び］水生生物調査
【吉田川上流部】

＜吉田川31.9k付近＞

河川空間利用実態調査結果（H31）

鳴瀬川の水質（BOD）

吉田川の水質（BOD）

平成６年渇水

基準値を満足

概ね基準値を満足

感恩橋

二子屋橋
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河川環境の保全と当面の目標（基本方針）

鳴瀬川

吉田川

新江合川

滑川

0 5 10km

青野川

花川

保野川

石巻湾

田川

鳥川

宮床川

南川

陸羽東線

東北新幹線

東北本線

仙石線

国道45号

国道346号

N

多田川

落合

国
道
４
号

野田橋

野蒜

三本木

味明川

善川

漆沢ダム
（再開発）

鳴瀬川ダム
（建設）

南川ダム
（県）

宮床ダム
（県）

三
陸
縦
貫
自
動
車
道鞍坪川

竹林川

西川

鳴瀬川中流堰下流

東
北
縦
貫
自
動
車
道鳴瀬川ブロックの基本方針

◆国内有数のハクチョウやガン・カモ類の集団越冬地となっている良好な河川環
境を保全・活用し、鳴瀬川水系を基軸とした生態系ネットワークの形成と魅力あ
る水辺空間の整備

基本方針達成のための具体策
⇒湿地環境が形成される河道掘削
⇒河川を基軸とした生態系ネットワーク計画策定
⇒生態系ネットワーク計画策定後の自然再生事業

 地域特性を活かした水辺空間の保全・創出

⇒湿地環境が形成される河道掘削を行い、国内有数のハクチョウやガン・カモ類の良好な環境を保全するとともに、集団採餌場としても利用される

遊水地との連続性を確保し、鳴瀬川流域での生態系ネットワーク形成することを目標にします。

 河川改修、まちづくりと連携した水辺空間の創出

⇒令和元年東日本台風の被災からの復興において、河川改修、まちづくりと一体となって、古くから川とともに生きてきた歴史ある水辺を再生

させ、 地域の人々が集い交流できる魅力ある水辺空間の創出を目標にします。

河口部ブロックの基本方針

◆眺望点に配慮するとともに、河川・運河・海岸の生み出
す水辺環境を活かし、良好な自然と景観にふれあい親
しめる空間としての整備

基本方針達成のための具体策
⇒景観に配慮した整備

吉田川ブロックの基本方針

◆鳴瀬川ブロックと一体となった生態系ネットワーク形成と、河川改修やまちづく
りと連携した、人々が集う魅力ある水辺空間整備

基本方針達成のための具体策
⇒湿地環境が形成される河道掘削
⇒地域の特性を活かした水辺整備（かわまち）事業

水系全体の基本方針 ： 身近な「やすらぎ」と安定した「うるおい」を与える魅力ある水辺空間の保全・創出

湿地環境を保全した河道掘削

地域の特性を活かした水辺整備事業

鳴瀬川水系
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 東日本大震災で大きなインパクトを受けた河口部において、河川水辺の国勢調査に準じた全項目の調査を実施してきました。
 津波により河口砂州が消失したことで、潮通しがよくなり、汽水・海水魚が河川に侵入しやすくなったことや河口域が海水域に近い環境とな

り、海水域に生息する鳥類の種が増加、といったことが確認されました。
 一方で、震災前に確認されていた共通種の数が震災前の状況に戻っている状況を踏まえ、河口部の毎年調査は平成28年度に終了しました。
 平成29年度より河川水辺の国勢調査の通常サイクルにて河口部の調査を実施して参ります。

確認種数の経年変化

◆確認種数の経年変化：魚類

河口部で震災後未確認となって
いたが、H28年に再確認された。

河川水辺の国勢調査基本調査スケジュール

H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7

河川環境基図作成 陸上昆虫類等 魚類 底生生物 両生類・爬虫類・哺乳類 河川環境基図作成 植物相 鳥類 魚類 底生生物

◆確認種の生活型（割合）の経年変化：魚類
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◆河口部における確認種数の経年変化：鳥類

■重要種のミサゴは、震災前から継続確認されたが、震災後は
頻繁に目撃されておりるようになっており、餌となる魚類が河
口部で増加したことが考えられる。

■震災後は海水域に生息する鳥類の確認が増加し、特に海域
に生息する鳥類の増加が顕著で、河口部の環境や餌動物が
海域に近くなっていることが考えられる。

ミサゴ ハマシギ（海域） ウミスズメ（海域）

◆生息環境別の種数割合の経年変化（河口部）：鳥類

クルメサヨリ（汽水魚）

ミナミメダカ（純淡水魚）

■重要種のクルメサヨリは、震災後も、概
ね継続的に確認されている。本種は、
海域を生息範囲としており、河口砂州
が消失して潮通し良くなり、汽水・海水
魚が河川に侵入しやすくなったことが考
えられる。

■河口の溜まりに多数生息していたミナミ
メダカは、H27洪水時に一時消失し、
H28年は1個体の確認であったが、堤内
地に多数生息しているため、鳴瀬川で
再度増加するものと予想される。

◆確認種数の経年変化：底生生物 ◆種構成（割合）の経年変化：底生生物

■底生動物は、震災後H26年まで大きな変動はなく、H27年に増加し、H28年は同程度で推移した。震災前との共通種は、震
災後に減少し、H27年のみ若干増加したが、非共通種は震災後、年々増加しており、種構成の変化がみられる。

◆確認種数の経年変化：両生類 ◆確認種数の経年変化：爬虫類

シュレーゲルアオガエル(春季)

■両生類は、震災後に激減したが、その後回復し始め、H28年には震災前の種数に戻っている。
■爬虫類は、震災前から生息個体数が少ないため、影響が把握できない。しかし、ヘビ類の
回復は餌であるカエル類やネズミ類の回復に追従すると考えられるため、今後増加する可
能性がある。

河口部のモニタリングについて（河口部の環境変化） 鳴瀬川水系【 参 考 】



1313▲R4.2月状況：運河内の土砂撤去・砂州復元後、大きな変動は確認されていない。

鳴瀬川

0.0k

1.0k

北上運河

R4年2月撮影

河口部のモニタリングについて（河口砂州の変化） 鳴瀬川水系

 鳴瀬川河口部の砂州は、左岸側から導流堤に接続する形で安定的に存在していましたが、東北地方太平洋沖地震に伴う津波の影響で、河口砂州が消失

し、北上運河側への堆積傾向にありました。

 平成30年に漁港機能の改善のため、自治体が北上運河内の土砂撤去工事及び河口砂州の復元を実施しましたが、令和元年東日本台風の影響により復

元した砂州が消失したため、令和3年度に再度自治体により、北上運河内の土砂撤去工事、河口砂州の復元が実施されました。

 令和4年2月時点では、その後の大きな変動が無いことを確認できていることから、今後も引き続きモニタリングを実施する予定です。

河口砂州の経年変化

▲R3状況：自治体により再度運河内の土砂撤去及び河口砂州の復元を実施。

北上運河

鳴瀬川

0.0k

1.0k

北上運河

H30年（R1.10洪水前）

▲H30状況：漁港機能の改善を図るため、自治体が復興交付金を活用し、
北上運河内の土砂撤去及び砂州の復元を実施。

▲R1状況：H30に復元した砂州が出水によりフラッシュし消失。

鳴瀬川

北上運河0.0k

1.0k

R1年（R1.10洪水後） R3年7月撮影

鳴瀬川

1.0k

北上運河

北上運河

▲震災以前：出水等で一部フラッシュされても復元を繰り返していた。

鳴瀬川

北上運河

H22年（震災前）

0.0k

1.0k

H23年（震災後）

鳴瀬川

▲H23状況：震災の津波により、砂州が完全に消失。

0.0k

1.0k
鳴瀬川

H29年（震災後6年）

0.0k

1.0k

▲H29状況：河口砂州への堆積は進行せず、北上運河側へ堆積

運河側への堆積

北上運河

砂州への堆積
は見られない

津波の影響により砂州が消失

土砂撤去工事

砂州の復元 出水の影響により砂州が消失
砂州の復元

■河口部等深線図の変遷（H29～R2）

H28-H29

震災後、河口砂州の回復傾向はなく、
運河側へ土砂が堆積し、北上運河が
完全に閉塞した。

漁港機能の回復のため、
北上運河に堆積した土砂を掘削し、
河口砂州を復元した。

H29-H30 H30-R1

復元された河口砂州の西側の土砂が上
流側へ流れている。

R1-R2

H30に復元した河口砂州はR1洪水に

よりフラッシュされ、再び北上運河側
に土砂が堆積するようになった。

砂州の復元後、
大きな変動は無い

土砂撤去工事

【 参 考 】



1414

社会を取り巻く状況の変化
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令和元年東日本台風の概要（降雨） 鳴瀬川水系

 令和元年東日本台風の影響により東北地方の太平洋側で非常に激しい降雨となり、仙台管区気象台は12日19時50分、宮城県に大雨特別警報を発表し
ました。

 鳴瀬川水系流域では、青野や升沢で総雨量400mmを超え、６観測所において、既往１位の降水量を観測しました。

青森県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
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福島県

【雨量観測所（24時間雨量）】

【雨量観測所位置図】

難波

嘉太神

明石

青野半森山

寒風沢
北川内

小野田

升沢

鳴瀬川

吉田川

【等雨量線図】

200mm

200mm

400mm

300mm

300mm

吉田川

鳴瀬川

凡 例

200mm以下

200mm～300mm

300mm～400mm

400mm以上

観測所名 小野田 升沢 寒風沢 北川内 青野 半森山 明石 難波 嘉太神

読み おのだ ますざわ さぶさわ きたかわうち あおの はんもりやま あかし なにわ かだいじん

水系名 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川

河川名 鳴瀬川 花川 田川 田川 大滝川 筒砂子川 西川 南川 吉田川

所在地 加美郡加美町内谷地 黒川郡大和町吉田字升沢 加美郡加美町宮崎字寒風沢六番 加美郡加美町北川内字藁野 加美郡加美町字鹿原小梨沢 加美郡加美町字漆沢岳山国有林 黒川郡富谷町明石字西ノ入 黒川郡大和町宮床字新田下 黒川郡大和町吉田字大森

平成23年9月20日22時 平成27年9月10日2時 平成27年9月10日5時 平成27年9月10日7時 昭和61年8月4日12時 平成11年8月13日6時 昭和61年8月4日13時 平成27年9月10日8時 平成27年9月10日7時

236 312 241 227 297 230 299.5 329 327

既往１位 既往1位 既往２位 既往３位 既往１位 既往１位 既往３位 既往１位 既往１位

令和元年10月12日3時 令和元年10月12日4時 令和元年10月12日5時 令和元年10月12日3時 令和元年10月12日4時 令和元年10月12日5時 令和元年10月12日3時 令和元年10月12日3時 令和元年10月12日4時

238 388 208 165 402 271 242 348 374

総降雨量(mm) 245 402 217 172 410 276 252 358 386

既往最高

R1.10.12洪水

※上記に記載の日時は、24時間雨量観測範囲の開始時間である。
※24時間雨量は観測期間のうち、24時間雨量が最大となる期間としている。
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観測所名 高田橋 落合 粕川 幡谷 鹿島台(吉田) 小野(吉田) 塩浪(善川) 新田橋(竹林川)

読み たかだばし おちあい かすかわ はたや かしまだい(よしだ) おの(よしだ) しおなみ にったばし

水系名 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川

河川名 吉田川 吉田川 吉田川 吉田川 吉田川 吉田川 善川 竹林川

位置 左31.74K 右27.92K 右20.31K 左13.60K 左8.99K 左4.04K 左3.50K

所在地 宮城県黒川郡大和町 宮城県黒川郡大和町 宮城県黒川郡大郷町 宮城県宮城郡松島町 宮城県宮城郡松島町 宮城県東松島市川下 宮城県黒川郡大衡村 宮城県富谷市三ノ関

計画高水位(HWL) − 7.41 8.32 8.91 8.44 6.28 5.57 2.91

はん濫危険水位 − 7.30 8.20 − 7.90 − 4.50 2.90

避難判断水位 − 6.80 8.00 − 7.40 − 3.80 2.30

はん濫注意水位 − 5.00 5.70 − 5.80 − 2.60 1.80

水防団待機水位 − 4.00 4.00 − 4.00 − 1.90 1.30

平成27年9月11日3時 平成27年9月11日6時 平成27年9月11日8時 平成27年9月11日9時 平成27年9月11日9時 平成23年3月11日16時 平成27年9月11日4時 平成27年9月11日4時

6.10 8.88 9.36 9.43 7.96 6.23 5.69 4.02

令和元年10月13日5時 令和元年10月13日4時 令和元年10月13日4時 令和元年10月13日5時 令和元年10月13日5時 令和元年10月13日6時 令和元年10月13日2時 令和元年10月13日1時

6.18 8.41 9.92 10.07 8.67 5.67 5.77 4.12

既往１位 既往２位 既往１位 既往１位 既往１位 既往２位 既往１位 既往１位 

- HWL超過 HWL超過 HWL超過 HWL超過 - HWL超過 HWL超過

既往最高

R1.10.12洪水

観測所名 高倉橋 三本木橋 下中ノ目 野田橋 竹谷 鹿島台(鳴瀬) 小野(鳴瀬) 野蒜

読み たかくらばし さんぼんぎばし しもなかのめ のだばし たけや かしまだい(なるせ) おの(なるせ) のびる

水系名 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川

河川名 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川 鳴瀬川

位置 右39.26K 左35.61K 右30.02K 右24.60K 左17.24K 右8.99K 右4.18K 右0.50K

所在地 宮城県大崎市三本木 宮城県大崎市三本木 宮城県大崎市松山下 宮城県大崎市松山千石 宮城県遠田郡美里町 宮城県宮城郡松島町 宮城県東松島市川下 宮城県東松島市野蒜

計画高水位(HWL) − 7.97 8.47 7.88 − 9.41 6.70 4.95

はん濫危険水位 − 6.40 7.80 6.70 − 8.50 − −

避難判断水位 − 6.00 − 6.40 − 7.90 − −

はん濫注意水位 − 5.00 5.50 4.50 − 5.50 − 3.00

水防団待機水位 − 4.00 4.00 4.00 − 4.50 − 2.40

平成27年9月13日3時 昭和25年8月4日12時 平成27年9月11日5時 平成27年9月11日6時 平成27年9月11日7時 平成27年9月11日9時 平成6年9月30日18時 平成23年3月11日16時

9.13 7.60 7.23 6.71 7.01 8.21 6.05 5.96

令和元年10月13日3時 令和元年10月13日4時 令和元年10月13日5時 令和元年10月13日7時 令和元年10月13日7時 令和元年10月13日9時 令和元年10月13日6時 令和元年10月13日3時

9.44 7.15 7.40 6.74 7.26 8.24 5.37 3.74

既往１位 既往２位 既往１位 既往１位 既往１位 既往１位 既往９位 -

- - - - - - - -

既往最高

R1.10.12洪水

令和元年東日本台風の概要（河川水位） 鳴瀬川水系

 鳴瀬川流域の鳴瀬川・吉田川・善川・竹林川の１６観測所のうち１１観測所で観測史上第１位の水位を観測しました。
 吉田川筋の観測所では６観測所において計画高水位を超過しました。

2019.10.13 国土地理院撮影

落合

粕川 幡谷

小野

鹿島台高田橋

新田橋

塩浪

高倉橋
三本木橋

下中の目 野田橋

竹谷

鹿島台

小野

野蒜

鳴瀬川→

吉田川→

【水位観測所位置図】

※最高水位は正時の水位による比較となっている。

善川

竹林川

吉田川

【吉田川の氾濫状況】

写真

鶴田川

＜鳴瀬川＞

＜吉田川＞
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吉田川

仙石線鉄道橋

鳴瀬大橋

小野歩道橋

鳴瀬堰

東松島大橋

鳴瀬奥松島大橋

鞍坪川

木間塚大橋
感恩橋

船越水管橋

鳴瀬川中流堰

東北本線鉄道橋

野田橋

小牛田幹線下水管橋

青生水管橋

志田橋

新江合川

多田川

桑折江堰

東北新幹線鉄道橋

三本木橋

三本木大橋

東北自動車道橋梁

高倉橋

高倉水管橋

0K 2K 4K 6K 8K 10K 12K 14K 16K 18K 20K 22K 24K 26K 28K 30K 32K 34K 36K 38K 40K 40.9K

野蒜(主要地点)

野田橋(主要地点) 三本木橋(基準地点)

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

標

高

（TP.m）

距離標(k)

HWL

現況堤防高(左岸)

現況堤防高(右岸)

平均河床高

計算水位

痕跡水位（左岸）

痕跡水位（右岸）

令和元年東日本台風の概要（鳴瀬川 痕跡水位縦断図）
■ 鳴瀬川（大臣管理区間）では、全区間において計画高水位（HWL）以下で流下しました。

鳴瀬川水系

鳴瀬川の痕跡水位縦断図

全区間において計画高水位（HWL）以下で流下
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仙石線鉄道橋

鳴瀬大橋

小野歩道橋

東松島大橋

鳴瀬奥松島大橋

若針潮止堰 二子屋橋

東北本線鉄道橋

品井沼大橋

大郷大橋

味明川

粕川大橋

滑川

行井堂堰

東北新幹線橋梁

西川

悟渓寺橋

八幡堂橋

善川･竹林川

落合橋

東北自動車道路橋

舞野大橋

北河原橋

丸子渕橋

高田橋

幡谷サイフォン

洞堀川

1.2K 2K 4K 6K 8K 10K 12K 14K 16K 18K 20K 22K 24K 26K 28K 30K 31.7K

幡谷(主要地点)

落合(基準地点)

幡谷サイフォン

行井堂堰

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

標

高

（TP.m）

距離標(k)

HWL

堤防高 (左岸)

堤防高 (右岸)

平均河床高

痕跡水位（左岸）

痕跡水位（右岸）

計算水位

令和元年東日本台風の概要（吉田川 痕跡水位縦断図）
■ 吉田川（大臣管理区間）では、約27kmにわたり計画高水位（HWL）を超過しました。

鳴瀬川水系

約２７ｋｍの区間で計画高水位（HWL）を超過

吉田川の痕跡水位縦断図
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令和元年東日本台風の概要（被害状況） 鳴瀬川水系

 吉田川では管理延長31.9kのうち、約27kmの区間で計画高水位（ＨＷＬ）を超過し、１箇所で堤防決壊したほか、３２箇所で越水、溢水が発生し、甚大な被
害となりました。

※今次出水に関する数値等は速報値であり、今後変更となることがある。

吉田川左岸 14.8k+20～16.8k L=652m

吉田川左岸 17.6k+120～17.8k+195 L=275m

吉田川左岸20.9k L=100m
黒川郡大郷町粕川字伝三郎

吉田川右岸 18.2k+157～18.4k+138 L=181m

吉田川右岸 28.9k～28.9k+189 L=189m

竹林川左岸 3.0k～3.2k+15 L=215m

吉田川右岸
31.1k+110～31.3k+152 L=242m

善川右岸
3.2k～3.4k+72 L=272m

善川左岸 2.2k+149～2.4k+170 L=221m

凡例

堤防決壊箇所

越水・溢水箇所

浸水範囲

【決壊・越水・溢水箇所】
吉田川 17箇所
善 川 8箇所
竹林川 8箇所

合 計 33箇所
竹林川右岸 2.2k+187～2.4k+30 L=43m

吉田川

吉田川

善川

竹林川

吉田川

吉田川左岸 12.4k～12.4k+165 L=165m

吉田川右岸
31.5k+90～31.7k L=110m

善川右岸 2.2k+151～2.2k+187 L=36m

善川左岸 3.0k+125～3.4k+108 L=383m

吉田川左岸
31.1k+72～31.5k+44 L=372m

竹林川右岸 2.6k+83～3.2k+100 L=617m

竹林川左岸 2.4k+35～2.4k+152 L=117m

竹林川左岸 0.0k～0.4k+43 L=443m

竹林川左岸 0.4k+131～1.2k+140 L=805m

吉田川右岸 30.3k+176～30.5k+23 L=47m

竹林川左岸 1.4k+62～1.6k+105 L=243m

竹林川右岸 2.2k+67～2.2+106 L=39m

吉田川右岸20.0k～20.0k+80 L=80m

吉田川右岸 21.5k+145～22.1k+130 L=515

吉田川右岸 24.0k～24.1k+142 L=84m

吉田川左岸 11.4k+130～14.4k+150 L=20m

吉田川左岸 21.7k+9～21.7k+33 L=24m

善川左岸 1.6k+112～2.0k+123 L=356m

善川右岸 1.2k+87～1.8k+186 L=447m

善川右岸 0.6k+80～1.2k+131 L=514m

吉田川左岸 28.9k～29.1k+17 L=217m

善川右岸 0.0k+95～0.4k+162 L=350m

吉田川左岸 23.5k+86～23.5k+165 L=79m

HWL超過区間（約27km）
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令和元年東日本台風の概要（被害状況） 鳴瀬川水系

2019.10.13

大郷町

吉田川

20

大郷町

2019.10.13

令和元年東日本台風の洪水被害

＜大郷町粕川地区の堤防決壊＞ ＜大郷町粕川地区の家屋浸水状況＞

大和町

2019.10.13

25

吉
田
川

＜大和町の浸水状況＞

2019.10.13

＜大和町・大衡村の浸水状況 通行止め＞

善
川

大郷町

大衡村
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令和元年東日本台風の概要（緊急復旧工事 吉田川粕川地区） 鳴瀬川水系

 鳴瀬川水系吉田川においては、10月13日に吉田川左岸20.9ｋの黒川郡大郷町地先において、約100mにわたり堤防の決壊を確認し、同日12時より24時間

体制で緊急復旧を実施しました。

 10月18日16時に、決壊箇所を応急的に締め切る仮堤防の施工が完了し、同月27日17時に二重締切の施工が完了しました。

【工事の経過】

10月13日 12時 工事に着手
※24時間体制による施工を実施

10月18日 16時 仮堤防の盛土が完了

10月27日 17時 鋼矢板による二重締切が完了

位置図

吉田川→

北上川→

旧北上川

【堤防決壊直後】

2019.10.14吉田川

【二重締切完了後】

吉田川

仮堤防
盛土

二重締切
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令和元年東日本台風の概要（浸水被害への対応） 鳴瀬川水系

 令和元年東日本台風による浸水被害は約5,540haにおよび、緊急的な排水作業が必要であったことから、北上川下流河川事務所配備機械の他に、他地方

整備局、他河川事務所からの応援により、全53台の排水ポンプ車両等により緊急排水作業を実施しました。

 兼用堤防の交通確保など現場条件が厳しい箇所には、ホースブリッジを設置し、24時間体制で排水を実施しました。

 排水作業は10月12日～27日の16日間、8市町村、38箇所で実施し、総排水量は試算値で約570万3（東京ドーム4.6杯分）となりました。

 また、災害対応を実施する自治体に対して技術的助言や連絡調整を行うため、リエゾン（情報連絡員）を自治体へ派遣しました。

＜吉田川左岸14.1k付近 排水作業状況＞

2019.10.20

吉田川

＜24時間体制での排水作業＞

2019.10.17

造成した簡易ホースブリッジ

＜交通を確保した排水作業（ホースブリッジの設置）＞

吉田川

2019.10.19

＜リエゾン活動状況（大郷町）＞

自治体 月日
大崎市 10月15日

10月12日
10月13日
10月12日
10月13日
10月13日
10月14日
10月15日
10月16日
10月17日
10月18日
10月19日
10月20日
10月21日
10月22日
10月23日
10月24日
10月25日
10月26日
10月27日

リエゾン派遣状況

大衡村

大和町

大郷町
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0 20 40 60 80 100 120

床上浸水対策特別緊急事業進捗率（事業費ベース）
整備済 未整備

竹林川

吉田川

善川遊水地

築堤築堤

竹林川遊水地

善川

事業の進捗状況（床上事業、大規模災関事業） 鳴瀬川水系

 鳴瀬川水系吉田川では、平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、「吉田川床上浸水対策特別緊急事業」として、吉田川の支川善川・竹林川に遊水地の整

備、及び、吉田川上流部における河道掘削と堤防整備を実施しています。事業費ベースで約８４％の進捗状況です。

 また、令和元年東日本台風を受け、「大規模災害関連事業」にて、吉田川の河道掘削等を実施中です。事業費ベースで約４０％の進捗状況です。

吉田川

竹
林
川

東北自動車道

竹林川遊水地
60ha

大和町

富谷市

竹林川遊水地

善川

善川遊水地
56ha

海老沢橋

大衡村

奥田川
善川遊水地

 吉田川床上浸水対策特別緊急事業

【事業内容】
 遊水地の整備

（善川遊水地、竹林川遊水地）
 堤防の整備、河道掘削
 事業期間 H29年度～R4年度

 大規模災害関連事業

事業費（億円）

約107億円
（約84％整備済み）

約21億円
（約16％今後実施）吉田川

河道掘削

粕川地区引堤工事

吉田川 仮堤防

0 50 100 150 200

大規模災害関連事業進捗率（事業費ベース） 整備済 未整備

事業費（億円）

吉田川浅井地区河道掘削工事

吉田川

【凡例】
遊水地
築堤
河道掘削

約94億円
（約40％整備済み）

約142億円
（約60％今後実施）

竹林川

吉田川

善川
鳴瀬川

粕川地区引提
築堤

吉田川
河道掘削

善川
河道掘削

河道掘削

【凡例】
築堤
河道掘削

【事業内容】
 堤防の整備、河道掘削
 粕川地区引堤
 事業期間 R1年度～R6年度
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河川整備計画 目標変更のポイント
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１．出水の概要（令和元年東日本台風）

●東北地方の太平洋側で非常に激しい降雨となり、宮城県に大雨特別警報発令。

●鳴瀬川流域の９雨量観測所のうち、６雨量観測所で観測史上第１位（２４時間雨量）を記録し、 水位観

測所においても、１６観測所のうち１１観測所で観測史上第１位を記録。

●吉田川では、管理延長31.9kmのうち約27kmの区間で計画高水位（HWL)を超過。

●吉田川筋（吉田川、善川、竹林川）において、吉田川左岸２０．９k（大郷町粕川字伝三郎地先）の堤防

が決壊した他、３２箇所で越水・溢水が発生。

２．河川整備計画の目標の見直し

●吉田川については、甚大な被害が生じた「令和元年東日本台風（戦後第二位）と同規模の洪水を安全

に流すことを目標。

●鳴瀬川本川については、令和元年東日本台風では、現行河川整備計画の目標流量を上回らなかった

が、支川吉田川との安全度のバランスを踏まえ、現行計画より高い目標に変更。

●目標の設定にあたっては、近年の気候変動に伴う降雨の増大を考慮した流量（現行の河川整備計画で

設定した雨量×1.1）で設定。

●なお、吉田川における気候変動を考慮した流量については、令和元年東日本台風と同規模であること

を確認。

●以上より、吉田川は「令和元年東日本台風と同規模の流量」、鳴瀬川は「気候変動を考慮した流量（昭

和22年9月洪水型の雨量×1.1）」を目標として、整備計画を変更。

鳴瀬川水系河川整備計画 目標変更のポイント 鳴瀬川水系
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河川 地点
河川整備計画
目標流量

鳴瀬川 三本木 3,400m3/s

吉田川 落合 1,700m3/s

河川 地点
基本高水の
ピーク流量

鳴瀬川 三本木 4,100m3/s

吉田川 落合 2,300m3/s

河川 地点
ダム無し・氾濫
無し流量

鳴瀬川 三本木 2,587m3/s

吉田川 落合 1,923m3/s

令和元年東日本台風 基本データ 鳴瀬川水系

 鳴瀬川の現行の河川整備計画は昭和22年9月洪水（戦後最大規模）と同規模の洪水を、吉田川は関東・東北豪雨（戦後第二位）と同規模の洪水
を安全に流すことを目標としています。

 令和元年東日本台風のダム・氾濫戻し流量は、吉田川の現行整備計画の目標流量を超過する流量となりました。
 鳴瀬川については、令和元年東日本台風では目標の超過はなく、現行の河川整備計画の内数となりました。

河川整備基本方針

＜雨量＞

現行河川整備計画

＜雨量＞

令和元年東日本台風

＜雨量＞

＜流量＞ ＜流量＞ ＜流量＞

河川 地点 対象雨量

鳴瀬川 三本木上流 312mm/2日

吉田川 落合上流 335mm/2日

河川 地点 対象雨量

鳴瀬川 三本木上流 284.4mm/2日

吉田川 落合上流 324.0mm/2日

河川 地点 対象雨量

鳴瀬川 三本木上流 298.2mm/2日

吉田川 落合上流 330.8mm/2日

 吉田川で現行整備計画目標流量を超過
 鳴瀬川は現行整備計画の内数となった

吉田川は、令和元年東日本台風で現行の河川整備目標を超過したため、「令和元年東日本台風と同規模の洪水」
を安全に流すことを目標に変更を行います。

鳴瀬川は、令和元年東日本台風では現行の河川整備計画の内数となりましたが、今回変更する支川吉田川との
安全度のバランスを考慮して、現行計画より高い目標に変更を行います。
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鳴瀬川（三本木地点）

河川整備
基本方針
（S41.6型）

現行河川
整備計画
（S22.9）

目標の変更に関する流量の整理 鳴瀬川水系

 鳴瀬川本川は、令和元年東日本台風では現行の河川整備計画の内数となりましたが、今回変更する支川吉田川との安全度のバランスを考慮し
て、現行計画より高い目標に変更を行います。

 目標の設定にあたっては、近年の気候変動に伴う降雨の増大を考慮した流量（現行の河川整備計画で設定した雨量×1.1）で設定します。
 吉田川は、令和元年東日本台風で現行の河川整備目標を超過したため、「令和元年東日本台風規模」に目標の変更を行います。なお、吉田川に

おける気候変動の影響を考慮した流量は、「令和元年東日本台風」と同規模であることを確認しています。

流量
（m³/s）

令和元年

東日本台風
（R1.10）

3,400

2,600

3,800

4,100

Ｒ１台風現行計画 気候変動基本方針

目標の
変更

気候変動の影響を

考慮した流量
（S22.9✕1.1）

吉田川（落合地点）

河川整備
基本方針
（S23.9型）

現行河川
整備計画
（H27.9）

令和元年

東日本台風
（R1.10）

気候変動の影響を

考慮した流量
（H27.9✕1.1）

1,700

2,000 2,000

2,300

流量
（m³/s）

Ｒ１台風現行計画 気候変動基本方針

目標の
変更

現行計画
の内数

気候変動を考
慮した流量

気候変動を
考慮した
流量
⇓

Ｒ１台風と
同規模

現行計画
を超過

現行計画

基本方針

現行計画

基本方針
同規模
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河川 地点
目標流量
（m3/s）

河道流量
（m3/s）

安全度

野蒜 - 4,400

野田橋 - 3,600

三本木 3,800 3,200

吉田川 落合 2,000 1,600 1/70

鳴瀬川 1/70

河川 地点
目標流量
（m3/s）

河道流量
（m3/s）

安全度

野蒜 - 4,100

野田橋 - 3,300

三本木 3,400 2,800

吉田川 落合 1,700 1,300 1/50

1/50鳴瀬川

河川整備目標の変更（目標の設定） 鳴瀬川水系

現行河川整備計画

↑
吉田川

善川
→

竹林川
←

↑

鳴瀬川
→ →

■落合

●野田橋

新
江
合
川

石
巻
湾

→

↓

■三本木

［1,700］
1,300

単位：m³/s
上段赤字：目標流量
下段青字：河道配分流量

■ ：基準地点
● ：主要地点

［3,400］
2,800

3,300

4,100

↑
吉田川

善川
→

竹林川
←

↑

鳴瀬川
→ →

■落合

●野田橋

新
江
合
川

石
巻
湾

→

↓

■三本木

［2,000］
1,600

単位：m³/s
上段赤字：目標流量
下段青字：河道配分流量

■ ：基準地点
● ：主要地点

［3,800］
3,200 3,600

4,400

整備計画を変更
令和元年東日本台風規模

整備計画を変更
気候変動を考慮した流量

 吉田川は、令和元年東日本台風と同規模の洪水を目標として
変更

 鳴瀬川は、気候変動を考慮した流量に変更

 なお、吉田川において気候変動を考慮した流量は、令和元年
東日本台風と同規模であることを確認している。

目標流量の
変更

 吉田川は、令和元年東日本台風と同規模の洪水を安全に流すことを目標に変更を行います。
 鳴瀬川は、支川吉田川との安全度のバランスを考慮して、現計画より高い目標として、近年の気候変動に伴う降雨の増大を考慮した流量（現行

の河川整備計画で設定した雨量×1.1）に目標を変更します。

変更河川整備計画
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整備内容のポイント
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鳴瀬川：整備内容の比較検討（総合評価） 鳴瀬川水系

総合評価（鳴瀬川）

案①

追加河道掘削（3,200m³/s河道）

案②

上流部遊水地
+河道掘削（2,800m³/s河道）

案③

既設利水ダム（再開発）
+追加河道掘削（3,000m³/s河道）

年平均被害軽減期待額
（工事着手後50年間）

12,035億円 ○ 11,300億円 △ 12,016億円 △

効果発現時期の評価 約25年間 ○ 約32年間 △ 約26年間 △

経済性（概算事業費） 約197億円 ○ 約521億円 × 約240億円 △

総合評価

早期に浸水解消が可能で、経済性でも優位なこ
とから採用。また、年平均被害軽減期待額が最
も大きい点からも妥当と判断。

整備に時間を要し、早期の浸水解消は困
難であること、経済性で劣ることから不採用。

案①と比較として経済性、年平均被害軽減期待
額が劣ることから不採用。

◎（採用） △ △

案②上流部遊水地

案①追加河道掘削

案③追加河道掘削

既設利水ダム

鳴瀬川

吉田川
案①：追加河道掘削（3,200m³/s河道）
案②：上流部遊水地＋河道掘削（2,800m³/s河道）
案③：既設利水ダム（再開発）＋追加河道掘削（3,000m³/s河道）

 鳴瀬川における浸水被害を早期解消することを目標として対策案を検討します。
 鳴瀬川の水位低減を図り、外水氾濫を解消するための方策として、追加河道掘削、遊水地及び既設利水ダム（再開発）を組み合わせた３案で検討します。
 年平均被害軽減期待額が最も大きく、経済性でも優れている案①（追加河道掘削）が最も優位となりました。

※年平均被害軽減期待額は整備実施前後の確率規模別流量の被害額の差分で算出

案③既設利水ダム（再開発）

※位置図には整備計画変更により新たに追加する整備メニューのみ記載している。
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 鳴瀬川では、変更の河川整備計画流量を外力として、計画高水位（HWL）を超過する箇所に対して、現行整備計画の河道掘削に対して更に追加で河道掘
削を実施します。

鳴瀬川：整備計画（変更）の対策内容 鳴瀬川水系

変更整備計画掘削範囲

水位差（計算水位－HWL）
河道：現行整備計画河道,外力：変更整備計画流量

計算水位（現行整備計画河道－変更整備計画流量）

HWL超過範囲

変更整備計画掘削範囲変更整備計画掘削範囲

現行整備計画完成後に変更整備計画流量を外力として水位計算した結果、鳴瀬川26.7k、35.7k付近～上流端（三本木地区）においてHWLを超過する
結果となりました。そのため、全川に渡り変更後の整備計画流量をHWL以下で流下させるために、河道掘削を実施します。

鳴瀬川

新江合川

変更整備計画河道掘削範囲
L=約3km

現行整備計画河道掘削範囲

現行整備計画河道掘削範囲

変更整備計画河道掘削範囲
L=約0.2km

位置図（掘削範囲）

吉田川

整備効果

水位差（計算水位－HWL）
（河道：現行整備計画河道,外力：変更整備計画流量）
水位差水位差（計算水位－HWL）
（河道：変更整備計画河道,外力：変更整備計画流量）

計算水位：青⇒ピンク：全川に渡り変更整備計画目標流量をHWL以下で流下可能

10

15

20

25

1000-100 200

H.W.L=23.520

36.3k

WL=14.341m

現行整備計画河道掘削

変更整備計画河道掘削

河道掘削断面図

三本木 野田橋

 現行の整備計画で実施する
河道掘削に加えて、追加の
河道掘削を実施することによ
り、河道断面積を拡大。

 河道掘削の実施にあたって
は、河川環境に与える影響
が極力少なくなるように可能
な限り動植物の生息・生育・
繁殖環境に配慮。
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総合評価（吉田川）

案①

中流部遊水地
+追加河道掘削（1,600m³/s河道）

案②

新設ダム+中流部遊水地
+追加河道掘削（1,600m³/s河道）

案③

中流部遊水地群
+河道掘削（1,300m³/s河道）

年平均被害軽減期待額
（工事着手後50年間）

1,183億円 ○ 958億円 ○ 1,169億円 ○

効果発現時期の評価 約20年間 ○ 約47年間 × 約21年間 △

経済性 （概算事業費） 263億円 ○ 770億円 × 355億円 △

総合評価

早期に浸水解消が可能であること、概算工事費が
最も安価なことから採用。

また、平均被害軽減期待額が最も大きい点からも妥
当と判断。

ダム建設に長期間を要し、早期の浸水解消は困難
であること、概算工事費が不利であることから不採
用。

早期浸水解消及び概算工事費、平均被害軽減期待
額が案①に劣るため不採用。

◎（採用） △ △
（現）嘉太神ダム

新設ダム
案①追加河道掘削
案②追加河道掘削

善川遊水地

竹林川遊水地
西川

滑川

味明川

吉田川：整備内容の比較検討（総合評価） 鳴瀬川水系

 吉田川における浸水被害を早期解消することを目標として対策案を検討します。
 吉田川の水位低減を図り、外水氾濫を解消するための方策として、追加河道掘削、中流部遊水地及び新設ダムを組み合わせた３案で検討します。
 年平均被害軽減期待額が最も大きく、経済性も優れており、案①（中流部遊水地と追加河道掘削）が最も優位となりました。

案①：中流部遊水地+追加河道掘削（1,600m³/s河道）

案②：新設ダム+中流部遊水地+追加河道掘削（1,600m³/s河道）

案③：中流部遊水地群＋河道掘削（1,300m³/s河道）

※中流部遊水地は、現時点で考えられる各組み合わせを比較検討しました。

※年平均被害軽減期待額は整備実施前後の確率規模別流量の被害額の差分で算出

案①中流部遊水地

案②中流部遊水地

案③中流部遊水地群

吉田川

※位置図には整備計画変更により新たに追加する整備メニューのみ記載している。
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H.W.L TP+12.751

0

5

10

15

1000-100 300200

27.7k

WL=
5.630

現行整備計画河道掘削

河道掘削断面図

仙石線鉄道橋

鳴瀬大橋
小野歩道橋

東松島大橋

鳴瀬奥松島大橋

若針潮止堰 二子屋橋

東北本線鉄道橋

品井沼大橋
大郷大橋

味明川

粕川大橋

滑川

行井堂堰
東北新幹線橋梁

西川

悟渓寺橋

八幡堂橋

善川･竹林川

落合橋

東北自動車道路橋

舞野大橋

北河原橋

丸子渕橋

高田橋

幡谷サイフォン

洞堀川

1.2K 2K 4K 6K 8K 10K 12K 14K 16K 18K 20K 22K 24K 26K 28K 30K 31.7K

幡谷(主要地点)

落合(基準地点)

幡谷サイフォン

行井堂堰

河道区分１ 河道区分２ 河道区分３ 河道区分４

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

標

高

（TP.m）

距離標(k)

HWL 堤防高 (左岸) 堤防高 (右岸)

平均河床高 最深河床高 計算水位（整備計画河道）

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

H

W

L

と

の

水

位

差

（m）

距離標(k)

水位差（整備計画河道ーHWL

ほぼ全川においてＨＷＬを超過

 吉田川では変更の河川整備計画流量を外力とした場合、ほぼ全川に渡り、計画高水位（HWL）を超過するため、現行整備計画で実施する河道掘削に対して
更に追加で河道掘削を実施します。特に、令和元年東日本台風では、中流域に雨域が集中したことにより、主要地点幡谷において流量が増大したことか
ら、吉田川中流部に新たな遊水地を整備します。

変更整備計画河道掘削範囲
L=約28km

変更整備計画掘削範囲

水位差
河道：現行整備計画河道,外力：変更整備計画流量

位置図（整備箇所・範囲）

計算水位（現行整備計画河道－変更整備計画流量）

HWL超過範囲

現行整備計画完成後に変更整備計画流量を外力として水位計算した結果、吉田川のほぼ全川においてHWLを超過する結果となりました。
全川に渡り変更後の整備計画流量をHWL以下で流下させるために、河道掘削の実施及び吉田川中流部に遊水地を整備します。

変更整備計画掘削範囲

現行整備計画河道掘削範囲

吉田川

変更整備計画河道掘削

整備効果 水位差（計算水位－HWL）
（河道：現行整備計画河道,外力：変更整備計画流量）
水位差（計算水位－HWL）
（河道：変更整備計画河道,外力：変更整備計画流量）

計算水位：青⇒ピンク：全川に渡り令和元年東日本台風と同規模の洪水をHWL以下で流下可能

落合

幡谷

吉田川：整備計画（変更）の対策内容 鳴瀬川水系

中流部遊水地検討範囲

 現行の整備計画で実施する
河道掘削に加えて、追加の
河道掘削を実施することによ
り、河道断面積を拡大。

 河道掘削の実施にあたって
は、河川環境に与える影響
が極力少なくなるように可能
な限り動植物の生息・生育・
繁殖環境に配慮。
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河道掘削範囲のヨシ群落の土壌を採
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ヤナギ類の種子散布時期にヨシ群落を
密生させ種子侵入を抑制

ヨ
シ
群
落↓

掘削高を低水位相当とし、掘削面を冠
水させることで種子の着床を抑制

草本による種子侵入抑制冠水による種子侵入抑制

低水位相当

ヤナギ類の種子は水に浮
くため着所できない
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水させることで種子の着床を抑制

草本による種子侵入抑制冠水による種子侵入抑制

低水位相当

ヤナギ類の種子は水に浮
くため着所できない
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掘削高を低水位相当とし、掘削面を冠
水させることで種子の着床を抑制

草本による種子侵入抑制冠水による種子侵入抑制

低水位相当

ヤナギ類の種子は水に浮
くため着所できない
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河道掘削範囲のヨシ群落の土壌を採
取して巻出し

ヨシ群落
の土壌
↓

ヤナギ類の種子散布時期にヨシ群落を
密生させ種子侵入を抑制

ヨ
シ
群
落↓

掘削高を低水位相当とし、掘削面を冠
水させることで種子の着床を抑制

草本による種子侵入抑制 冠水による種子侵入抑制

低水位相当

ヤナギ類の種子は水に浮
くため着所できない

草本による種子侵入抑制（草地化工法）
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平水位

HWL

環境に配慮した河道掘削の考え方（鳴瀬川） 鳴瀬川水系

平水位-約○cm

平水位+約○cm

掘削面は平水位とするが、高さに変化を
もたらすことで、掘削後の水深に多様性
をもたせる。

河岸の浅場･浅瀬に集まるハクチョウやガン・カモ類

浅瀬に集まる仔稚魚

横断面

現況河道

現整備計画

基本方針

変更整備計画（案）

 整備計画改定に伴う河道掘削の河積を確保をした上で、環境上好ましい掘削配慮方法を検討します。

 河道掘削を行うことで高水敷に湿地環境が形成される特性を活かすことが自然環境の創出になると考えられます。

 平水位掘削する事により、保全対象であるハクチョウやガン・カモ類集団越冬地となる浅場を創出します。

 掘削基面（水深）に変化をもたらせることで、水際環境の多様性を創出し、創出される浅瀬は、ハクチョウやガン・カモ類の休憩・採餌の場や仔稚魚の生息環
境となります。

 冠水頻度が低下する平水位より掘削面が高い箇所は、植生繁茂が考えられるため、ヤナギ類等による樹林化とセイタカアワダチソウ等の外来植物侵入の抑
制も目的として、草地化工法によるヨシ等の湿性草地の創出を図ります。

 先行した吉田川の斜め掘削区間では湿地性の重要な植物が確認されており、良好な湿地環境の創出が期待されます。

・草地化工法によるヨシ等の湿性草地の
創出、再樹林化と外来植物侵入の抑制

・ハクチョウやガン・カモ類集団越冬地
となる浅場の創出

・ハクチョウやガン・カモ類の休憩・採
餌の場、仔稚魚の生息環境となる浅瀬
の創出
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環境に配慮した河道掘削の考え方（吉田川） 鳴瀬川水系

吉田川：16.4k

 整備計画改定に伴う河道掘削の河積を確保をした上で、環境上好ましい掘削配慮方法を検討します。

 掘削配慮方法は、河岸（低水路と高水敷の境界）で発生する流速差により堆積が進行しやすいため、流速差を発生させない様に、水深方向の断面変化を抑
えた「斜め掘削」を行い、再堆積抑制を図ります。

 保全すべき環境はハクチョウやガン・カモ類集団越冬地の浅瀬であるため、現況のみお筋を維持する斜め掘削として現況河道のみお筋は残す計画とします。

 吉田川では、斜め掘削（1:13）をＨ２７から実施、そのうち3箇所（18.2k～19.0k）（23.7k～24.1k）（27.1k～27.9k）について、モニタリングを実施しており、令和元年
東日本台風を受けて確認しましたが、大きな堆積は見られておりません。

 高水敷に湿地環境が形成される特性を活かすことが自然環境の創出になるため、斜め掘削で不足する河積は高水敷を掘削することで、流下能力確保と環
境創出の両面を保つ計画としています。
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河道掘削範囲のヨシ群落の土壌を採
取して巻出し
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の土壌
↓

ヤナギ類の種子散布時期にヨシ群落を
密生させ種子侵入を抑制

ヨ
シ
群
落↓

掘削高を低水位相当とし、掘削面を冠
水させることで種子の着床を抑制

草本による種子侵入抑制 冠水による種子侵入抑制

低水位相当

ヤナギ類の種子は水に浮
くため着所できない

草本による種子侵入抑制（草地化工法）
横断面

現況河道

現整備計画

基本方針

現行整備計画

変更整備計画（案）
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維持管理について 鳴瀬川水系

 河道掘削後の再堆積の抑制や流下阻害・河川管理の支障となる樹木については、定期的に調査・監視し、適正な維持管理を検討していきます。
 河道掘削後の再堆積については、再堆積のメカニズムを考察した上で、再堆積しにくい掘削形状を検討・施行を実施し、現在モニタリングを継続しています。
 樹木管理については、ブルドーザーの樹木踏みつぶし施行など、効果的な再繁茂対策を実施中です。

吉田川の河道掘削と再堆積の状況

斜め掘削を実施
水平掘削箇所の

再堆積

H04横断図（激特事業後）

堤防拡築

低水路拡幅
（水平掘削）

S61横断図（激特事業前） H27横断図（再堆積状況・斜め掘削前） H28横断図（斜め掘削後）

 激特事業（S61～H2）で堤防拡築・河道

掘削（水平掘削による低水路拡幅）を
実施。

 昭和61年8月洪水の発生
 吉田川で4箇所の堤防決壊が発生

 激特事業後、水平掘削を実施した箇
所に再堆積が発生・進行。

 要因としては、河道掘削により流速が
低下し、掃流力が低下したことと推察。

 平成27年9月関東・東北豪雨が発生
 吉田川で越水・溢水が発生

 河道掘削を実施。再堆積抑制をのた
め、流速の変化が小さくなるように斜
め掘削を検討。

10

1

１０割程度の勾配の断面は河床が安定している。

現地状況に合わせ、８～１３割で掘削

＜再堆積抑制対策の事例（河道掘削形状の工夫）＞

 これまでの河川改修の履歴から、低水路の横断勾配が8割～13割程度
の断面では、経年的にみて河床が安定している傾向があった。

 再堆積抑制対策として、現地状況に合わせ横断方向に8割～13割の勾
配をつけ掘削する「斜め掘削」を実施。

 斜め掘削は過去の水平掘削時の再堆積量と比較して堆積量にして約
80%減の効果が見られた。また、低水路内においては、約60%減の効果
が見られた。今後もモニタリングを継続していく。

＜樹木再繁茂対策の事例（ブルドーザーによる踏みつぶし＞

 樹木の再繁茂抑制対策のため、ブルドーザーによる樹木の踏みつぶしを施行。
 樹種にもよるが、（除根＋）BD踏みつけは再繁茂抑制に一定の効果あり。
 維持管理コストの縮減に向け、今後もBD踏みつぶしを積極的に実施予定。

 施工箇所の冠水回数や、施工時期、踏みつぶしの回数など、各現場に最適な施工
方法の検討を行っていく。

ブルドーザーによる踏みつぶし施行状況 踏みつぶし後の状況
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整備計画（変更）実施の効果 鳴瀬川水系

 鳴瀬川における追加の河道掘削、吉田川における中流部遊水地整備及び追加の河道掘削により、河川整備計画の目標である流量を計画高水位（HWL）以
下で流下させます。

 整備後は、外水氾濫による床上浸水等の重大な浸水被害の防止、軽減を図ります。

（現況） （河川整備計画変更実施後）

河川整備計画（変更）実施前後における洪水浸水状況図

全川で浸水被害が発生 浸水被害を防止

（現況） （整備後）

約15,000ha

約0ha

想
定
浸
水
面
積
（

h
a）

想
定
浸
水
世
帯
数
（世

帯
） 床下約4,500世帯

（現況） （整備後）

床上約12,300世帯

床下約0世帯
床上約0世帯

治水対策による被害軽減（浸水世帯数・浸水面積）

▽HWL

▽令和元年東日本台風水位

吉田川における水位低減効果イメージ

追加の河道掘削及び中流部遊水地
の整備により、河道水位を低下させ、
全川でHWL以下で流下

現行整備計画の河道掘削

追加の河道掘削

■浸水想定図作成条件
想定外力：鳴瀬川・・・昭和22年9月洪水に気候変動を考慮した降雨

吉田川・・・令和元年東日本台風と同規模の降雨
※支川の氾濫、内水による氾濫等を考慮していない。

大規模災関の効果により
堤防高以下で流下
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中流部遊水地

善川・竹林川
遊水地

鳴瀬川

吉田川

堤防整備

河道掘削

堤防整備

追加
河道掘削

追加
河道掘削

～R7 R8～R18 R19～R32

鳴瀬川総合
開発事業

河道掘削

対策内容
短期整備 中期整備 中長期整備

鳴瀬川水系事業スケジュール位置図 鳴瀬川水系

10

15

20

25

1000-100 200

H.W.L=23.520

36.3k

WL=14.341m

短期整備河道掘削

中長期整備追加河道掘削

鳴瀬川河道掘削断面図

0k/0

0k/0

5k/0

10k/0

5k/0

25k/0

30k/0

20k/0

25k/0

25k/0

30k/0

35k/0

35k/0

40k/0

40k/0

25k/0

15k/0

20k/0

30k/0

15k/0

10k/0

10k/0

15k/0

15k/0

20k/0

20k/030k/0

鳴瀬川

吉田川

新江合川

落合

三本木

野田橋

感恩橋

竹林川

善川

西川

滑川

中長期整備
追加河道掘削

中長期整備
追加河道掘削

【凡例】

短期整備実施箇所（～R7まで）

中期整備実施箇所（R8～R18まで）

中長期整備実施箇所（R19～R32まで）

整備済み箇所

H.W.L TP+12.751

0

5

10

15

1000-100 300200

27.7k

WL=
5.630

短期整備河道掘削

吉田川河道掘削断面図

中長期整備追加河道掘削

全体事業スケジュール位置図

中期整備
中流部遊水地

中長期整備
追加河道掘削

短期～中期整備
鳴瀬川総合開発事業

黒字：現行整備計画対策メニュー
赤字：変更整備計画追加対策メニュー
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鳴瀬川水系 洪水規模と整備段階毎のリスク評価 鳴瀬川水系

中長期整備完了段階で、整備計画規模の洪水に対しては、全川で流下可能となります
が、整備計画規模を上回る洪水に対しては、一部区間で計画高水位を超過します。

 今後30年間で整備する内容で、洪水の規模が大きくなった場合、被害を発生させずに安全に流すことが出来るかを段階毎に確認しました。
 鳴瀬川では、中期整備完了で1/50年規模の洪水時には全川で流下可能です。中長期整備が完了しても、一部区間では計画高水位を超過します。
 吉田川では、短期整備完了で1/50年規模の洪水時には全川で流下可能です。中長期整備が完了しても、一部区間では計画高水位を超過します。

1/10年 1/30年 1/50年 整備計画規模 1/80年 1/100年 1/10年 1/30年 1/50年 整備計画規模 1/80年 1/100年

R3 ○ △ × × × × R3 ○ × × × × ×

R3

R7

短期
整備

河道掘削
堤防整備

鳴瀬川総合開発
○ ○ △ × × ×

R3

R7

短期
整備

河道掘削
堤防整備
善川遊水地
竹林川遊水地

○ ○ ○ × × ×

R8

R18

中期
整備

河道掘削
鳴瀬川総合開発 ○ ○ ○ △ △ △

R8

R18

中期
整備

河道掘削
堤防整備

中流部遊水地
○ ○ ○ △ △ △

R19

R32

中長期
整備

河道掘削 ○ ○ ○ ○ △ △
R19

R32

中長期
整備

河道掘削
堤防整備 ○ ○ ○ ○ △ △

現時点

整
備
の
段
階

主な整備内容

鳴瀬川

洪水の規模

吉田川

洪水の規模

主な整備内容

整
備
の
段
階

現時点

～

～

～ ～

～

～

○ 　全川において流下可能

△ 　一部区間においてHWL超過

× 　全川においてHWL超過

凡例
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法律改正及び答申等 鳴瀬川水系

 特定都市河川浸水被害対策法等の一部を改正する法律
（令和３年法律第31号。通称「流域治水関連法」） 施行

• 気候変動の影響による降雨量の増加等に対応するため、流域全体を俯瞰し、あらゆる関係者が協働して
取り組む「流域治水」の実現を図る。

 気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会
気候変動を踏まえた水災害対策のあり方について
～あらゆる関係者が流域全体で行う持続可能な「流域治水」への転換～

• 近年の水災害による甚大な被害を受けて、施設能力を超過する洪水が発生することを前提に、社会全体
で洪水に備える水防災意識社会の再構築を一歩進め、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏ま
え、あらゆる関係者が協働して流域全体で行う、流域治水への転換を推進し、防災・減災が主流となる社
会を目指す。

• 施設能力を超過する規模の洪水が発生することを前提に、流域のあらゆる主体の参画により、災害が発
生した場合でも、人命が失われたり、経済が回復できないようなダメージを受けることを回避し、速やかに
復旧・復興を進め、以前よりも災害にも強い地域づくりを進める。
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想定最大規模の洪水への対応 鳴瀬川水系

 堤防や洪水調節施設等の施設の能力を上回る規模の洪水に対しては、これまで、上下流等の治水安全度のバランスに配慮した段階的な整備を踏ま
え、越水等が発生した場合でも決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を工夫する対策を危機管理型ハード対策として実施してきました。

 しかし、河道掘削等、河川整備計画の対策の実施により、施設能力を上回る規模の洪水に対しても、被害軽減の効果を発揮し、浸水リスクは軽減できる
ものの、氾濫エリアの一部では、浸水等被害が発生することが想定されます。

 また、河川整備基本方針規模を越える想定最大規模の洪水も必ず起こりうるものとして考え、河川整備計画の達成後の洪水リスクに対しても対応を検
討していくことが重要です。

 このため、河川管理者が主体となって行う治水対策に加え、氾濫域も含めて一つの流域としてとらえ、その河川流域全体のあらゆる関係者が協働し、流
域全体で水害を軽減させる「流域治水」への転換を進めることが必要です。

0.5m未満

0.5m～1.0m未満

1.0m～2.0m未満

2.0m～5.0m未満

5.0m以上

浸水深(m)

水系名 鳴瀬川水系

氾濫面積 約18,700ha

洪水型
鳴瀬川：昭和41年6月洪水
吉田川：昭和23年9月洪水

洪水規模 想定最大規模

＜想定最大規模の洪水が発生した場合の外水氾濫による浸水想定＞

0

5,000

10,000

15,000

20,000

氾
濫
面
積
（
h
a）

約18,700ha 約17,600ha

令和3年3月末時点
での氾濫面積

整備計画完了時点
での氾濫面積

現況 整備計画
完了後

 想定最大規模の洪水が発生した場合、
河川整備計画の完了後も浸水被害が発
生すると想定されます。

 このため、引き続き洪水リスクに対して
対応を検討していくとともに、流域全体の
あらゆる関係者が協働し、流域全体で水
害を軽減させる必要があります。
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流域治水の推進 鳴瀬川水系

森林整備・治山対策

水田貯留 ため池等
の活用

雨水貯留施設
の整備バックウォータ―

対策

排水機場の整備 リスクが低い
地域への移転

学校施設の
浸水対策

海岸保全施設の整備

雨水貯留・排水
施設の整備

堤防整備・強化

遊水地整備

河道掘削

治水ダムの
建設・再生

利水ダム
の活用

集水域

河川区域

氾濫域

砂防関係施設
の整備

リスクの高い地域

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]
治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水
機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]
河床掘削、引堤、砂防堰堤、
雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]
「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]

雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]

二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

県 ：都道府県
市 ：市町村
[ ]：想定される対策実施主体

氾濫域 氾濫域土地のリスク情報の充実
[国・県]

水害リスク情報の空白地帯解消、
多段型水害リスク情報を発信

避難体制を強化する
[国・県・市]

長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握

経済被害の最小化
[企業、住民]

工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定

住まい方の工夫
[企業、住民]

不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進

被災自治体の支援体制充実
[国・企業]
官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化

氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]

排水門等の整備、排水強化

②被害対象を減少させるための対策①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

 気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水対策「流域治水」へ転換していきます。

 治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域として捉え、地域の特
性に応じ、①氾濫をできるだけ防ぐ、減らす対策、②被害対象を減少させるための対策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策をハード・ソフト一体
で多層的に進めます。
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(6)貯留施設の設置・支援
・開発に伴う流出量の増大に対して、

調整池を設置し雨水を一時的に貯
留することを検討

あらゆる
関係者が
協働して
行う

氾濫域河川区域

①氾濫をできるだけ防ぐための対策
②被害対象を減少
させるための対策

③被害の軽減・
早期復旧復興のための対策

集水域

都市部など
のエリアで
実施

全国で
流出抑制
対策を実施

一部の関係
者が流出抑
制対策を
実施

企業や住民も含めた
流域の関係者全員が
流出抑制対策を実施

管理者が
対策を実施

利水者も対策
に協力

住民等の主体的な
避難を推進

経済被害の軽減も
強力に推進

盛土構造物の設置、
既存施設の活用
などによる

浸水範囲の限定を推進

水災害リスクが
より低い区域への誘導
・住まい方の工夫を推進

管理者
主体の
治水対策

 鳴瀬川水系河川整備計画では、目標に対し速やかに河川整備計画の達成を目指すとともに、集水域と氾濫域を含む流域全体で、あらゆる関係者が協働し

て行う総合的かつ多層的な治水対策を推進するため、関係者の合意形成を推進する取り組みの実施や、自治体等が実施する取り組みに必要な支援を

行っていきます。

鳴瀬川流域での今後の取り組み例

流域治水の取組の考え方

(3)利水ダムの洪水調節
機能強化

・既存の利水ダム等において貯留水を事前に
放流し、洪水節容量を強化することを検討

(10)高台移転整備・移転支援
・住民の居住に適当でないと認められる区

域内にある住居の集団的移転を促進する
ことを検討

(14)市町村庁舎等の防災拠点の機能確保
・浸水想定区域内の市町村庁舎や災害拠点病院等の機能

確保に関する情報を共有し、耐水化、非常用電源等の
必用な対策については、各施設管理者において順次実
施していくことを検討

(4)水田貯留の促進
・水田の排水口に堰板を設置し、水

田に一時的に雨水を貯留すること
で水路への流出量の抑制を図るこ
とを検討

(7)山林の保水力向上
・森林整備・治山対策を適切に進め、

保水力をはじめとする森林機能の
維持・向上を図ることを検討

・山林の開発に対して一定の規制を
設けるなど森林機能の保全を図る
ことを検討

：流域自治体、河川管理者等の連携による流域治水の取組

(9)二線堤の整備
・二線堤等の盛土構造物を整備すること

により、河川堤防（本堤）が決壊して
氾濫が発生した場合における浸水範囲
の抑制を図ることを検討

・浸水範囲の抑制に効果があると認めら
れる盛土構造物、自然堤防等を「浸水
被害軽減地区」に指定し、その保全を
図ることを検討

(5)水利施設の高度利用
・用排水路・ため池等の農業水利施

設において、予め水位を下げるこ
とにより洪水調節機能の増大を図
ることを検討

(11)宅地嵩上げ・高床化の支援
・浸水の実績区域や、浸水の想定される区

域に現存する建築物に対して嵩上げ、高
床化等の工事費用を助成することを検討

：河川管理者による取組

＋
(1)施設の運用技術の向上
・降雨予測技術の向上を踏まえた洪水

調節施設の操作・運用の高度化を検討

(2)堤防強化
・洪水リスクを踏まえた堤防強化の

実施を検討

(13)マイ・タイムライン普及
促進

・洪水時の住民の円滑な避難行動のため、
マイ・タイムラインの作成を支援する
ことを検討

これまでの取組(8)排水機場の増設・能力
強化・耐水化

・排水機場・排水門等の排水施設の
増設・能力強化により、湛水の速
やかな排除を図ることを検討

・既存の排水機場は、浸水時におい
ても稼働できる様に電源設備の嵩
上げ等の整備を検討

(12)災害危険区域の設定
・出水等による危険性が著しく高い区域を、

条例により「災害危険区域」として指定
することを検討

鳴瀬川水系における流域治水の取り組みについて 鳴瀬川水系
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善川

西川

滑
川

多
田
川

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
※水位をさらに下げて安全に流下させるための検討を実施していく。

宮城県

凡例

堤防整備

河道掘削

浸水想定区域（鳴瀬川：昭和22年9月洪水と同規模）

（吉田川：平成27年9月洪水と同規模）

実績浸水範囲（令和元年東日本台風）

大臣管理区間

河道掘削【国】

吉田川→

鳴瀬川→

富谷市

大衡村

涌谷町

東松島
市

東
北
新
幹
線

松島町

堤防整備【国】

落
合
■

三
本
木
■

宮 城 県

位 置 図

北上川
江合川

鳴瀬川

吉田川

北
旧

上
川

阿武隈川

名取川

鳴瀬川総合開発 位置図

漆沢ダム
（再開発） 鳴瀬川→

吉田川→

洞堀川

吉田川築堤・護岸整備（県）

味明川堤防整備・河道掘削（県）

吉田川

善川堤防整備（県）

竹林川堤防整備（県）

宮床川河道掘削（県）

洞堀川河道掘削・護岸整備（県）

多田川河道掘削（県）

大江川河道掘削（県）

渋井川水門整備・堤
防整備（県）

大
江
川

■被害対象を減少させるための対策
○氾濫域での対策
・適正な土地利用の規制誘導
・二線堤の整備
・土地利用・住まい方の工夫(浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援等)
※今後、関係機関と連携し対策検討

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
○氾濫域での対策
・市町村庁舎等防災拠点の機能確保
・簡易型河川監視カメラの設置
・災害リスクの現地表示箇所の拡大を促進
・ダム堰の効果・操作に関わる情報の周知
・マイ・タイムライン普及促進
・要配慮者施設避難計画促進
・水防資機材の拡充 等
・水害リスク空白域の解消

※今後、関係機関と連携し対策検討

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
○河川区域での対策
・河道掘削、堤防整備、遊水地整備、
鳴瀬川ダム建設、漆沢ダム治水専用化 等

○集水域での対策
・利水ダム等８ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
・排水機場の増設、能力強化、耐水化
・下水道整備（雨水調整池、幹線整備） 等
・水田貯留、森林整備、治山対策 等
・流出抑制対策検討 ※今後、関係機関と連携し対策検討

下水道幹線の整備

雨水調整池・下水
道幹線の整備

鳴瀬川ダム
（建設）

吉田川
竹林川 善川

落合橋

東北自動車道

竹林川遊水地

善川遊水地

遊水地整備

水田貯留 実証実験

市街地

鳴瀬川

吉田川

二線堤の整備

マイタイムラインの普及促進

災害リスクの現地標示

マイ・タイムライン普及促進（市）

二線堤の整備（国・県）

森林整備（林野庁・県・森林整備センター）

治山対策（林野庁・県・森林整備センター）

簡易型河川監視カメラの設置（国県）

災害リスクの現地表示箇所の拡大を促進（国・市町）

要配慮者施設計画促進（市）

マイ・タイムライン普及促進（町）

要配慮者施設計画促進（町）

要配慮者施設避難計画促進（町）

要配慮者施設計画促進（町）

要配慮者施設避難計画促進（市）

盛土

居住誘導区域内における浸水被害軽減
の宅地嵩上げ支援

遊水地整備【国】

※対策事業の代表箇所を旗揚げしている。

居住誘導区域内における浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援（市）

仙台圏に近い山地農村エリアでは
開発が進み、都市と農村が連携し、
バランスの取れたまちづくりが
求められている。(大郷町)

大崎市

～都市農村交流により支え合い、開発とバランスの取れた流出抑制となる治水対策の充実～

鳴瀬川水系流域治水プロジェクト【位置図】 鳴瀬川水系

 令和元年東日本台風で甚大な被害が発生した鳴瀬川水系では、吉田川・新たな水害に強いまちづくりプロジェクトに加え、以下の取組を実施していくことで、

国管理河川においては、昭和22年9月カスリン台風（鳴瀬川：戦後最大）と同規模の洪水に対して安全に流下させ、令和元年東日本台風洪水（吉田川：戦後

最大）と同規模の洪水に対しては堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図ります。
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 昭和６１年８月洪水で甚大な浸水被害を受けた大崎市（旧鹿島台町）、大郷町、松島町では、全国発となる「水害に強いまちづくりモデル事業」を実施してき
ました。

 令和元年東日本台風（令和元年１０月洪水）により、再び甚大な浸水被害が発生したことから、「令和元年台風第１９号による大規模浸水被害対策分科会」
を設置（令和元年１１月１２日）し、今次洪水を踏まえた「水害に強いまちづくりモデル事業」の検証と課題整理を行い、国・県・市町など地域が連携し、一体
となった今後の減災対策に資する提案を、6本の柱からなる『吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト」』としてとりまとめました。

吉田川『新たな・吉田川「水害に強いまちづくりプロジェクト」』 鳴瀬川水系

＜吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプロジェクト」の６本の柱＞

 気候変動による水害の激甚化・頻発化を踏まえた、大規模氾濫被害の最小化に向け
たより水害に強いまちづくりの実践が求められている。

 流域のあらゆる関係者が協働してハード・ソフト一体で多層的に進める「流域治水」の
観点でこのプロジェクトを深化させ対応することが重要。

広域かつ多方面の関係者を交えた議論・合意形成が課題となるため、
流域全体で目指すべき将来像を明確にするプロジェクトのビジョン（展
望）を設定し共有を図ります。

＜プロジェクトのビジョンの設定＞

「流域治水」によるプロジェクト推進の観点（強靱性・持続可能性・包摂性）
を踏まえた、ビジョン達成への方向性を明確にし、これまでの枠組みを発
展させた新たなステージで実践していきます。

＜ビジョン達成への方向性＞

「流域治水」対策を吉田川でイメージ

＜分科会開催状況＞

R1.12.10開催 第1分科会

R3.10.22(web)開催 第6分科会 R4.3.8開催 第8分科会

R2.1.21開催 第3分科会

梅田座長
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 令和元年東日本台風による大規模な氾濫被害を契機に、国、県、市町が連携して氾濫被害の最小化に向けて、『吉田川・新たな「水害に強いまちづくりプ
ロジェクト」』に取り組んでます。一方で、気候変動の影響や社会状況の変化を踏まえると、水害リスクはますます増大していくものと考えられます。

 増大する水害リスクから地域を守っていくために、これまでの取り組みに加え、河川の流域のあらゆる関係者が協働して、河川だけでなく、住民が暮らす流
域の土地や建物、避難体制等に工夫をこらして水害対策を実施する『流域治水』を進めていくことが重要になります。吉田川流域を水害から守り、地域を
発展させるために必要な流域治水について、住民や専門家の皆様と議論する『吉田川流域治水シンポジウム』を開催しました。

 開催日時 令和３年１１月２８日（日）13：30～16：40

 実施場所 鎌田記念ホール（大崎市鹿島台）

【吉田川流域治水シンポジウム概要】

 第１部として、基調講演を小池俊雄氏（社会資本整備審議会河川分科会 分科会長）を招き『変化を乗り越え、誇りある流域づくり』と題し講演していただ
きました。

 第２部の、パネルディスカッションでは、「次の世代に継承したい地域の魅力」、「今後の水害への備え」、「流域治水で地域が発展していくために」の３本
柱ついて、コーディネーターに塚原浩一氏（リバーフロント研究所代表理事）を招き、パネリストに田中仁氏（東北大学大学院工学研究科教授）、佐藤翔
輔氏（東北大学災害科学国際研究所准教授）、千葉榮氏（鶴田川沿岸土地改良区理事長）、三浦たつ子氏（大崎市鹿島台在住）、コメンテーターに小池
俊雄氏に参加いただき、議論を交わしました。

吉田川流域治水シンポジウムの開催 鳴瀬川水系

第２部 パネルディスカッション実施状況

第１部 小池俊雄氏による基調講演『変化を乗り越え、誇りある流域づくり』
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 鳴瀬川総合開発事業は洪水被害の軽減、大崎耕土へのかんがい用水の安定的な供給、良好な河川環境の保持、自然エネルギーによる発電など鳴瀬川
沿川地域への大きな効果が期待される事業です。

 一方、鳴瀬川ダムをはじめとした鳴瀬川総合開発事業の実施は、建設地域すなわち水源地域の方々の理解と協力のうえに成り立つものです。

 これから新たなステージに入る鳴瀬川総合開発事業を契機に、鳴瀬川沿川地域と水源地域が互いを理解し、様々な交流や連携への取り組みを議論する
シンポジウムを開催しました。

 開催日時 令和３年１２月１９日（日） 13:00～16:20

 実施場所 やくらい文化センター（宮城県加美郡加美町）

鳴瀬川総合開発事業 流域連携シンポジウムの開催 鳴瀬川水系

髙橋会長 千葉理事長 加藤副市長 二瓶事務所長
第２部 パネルディスカッション実施状況

【第２部 パネルディスカッション】
〇テーマ１「今後本格化するダム建設事業への期待」
〇テーマ２「水源地域との交流と地域連携」

猪股町長平岡教授

〇コーディネーター
平岡 善浩：宮城大学 教授事業構想学群副学群長 基盤教育群長

実行委員長挨拶（伊藤大崎市長）オープニングセレモニー

小野田來鳴（らいめい）太鼓

門脇伊知郎氏による基調講演
「ツーリズムにおける人の流れの作り方」

〇パネリスト
髙橋 太治：鳴瀬川ダム補償対策地権者会連絡協議会会長
猪股 洋文：加美町長
千葉 榮 ：鶴田川沿岸土地改良区 理事長
加藤 慶太：東松島市 副市長
二瓶 昭弘：鳴瀬川総合開発工事事務所長
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鳴瀬川総合開発事業の基本計画策定
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鳴瀬川総合開発事業に関する変更（ダムの名称） 鳴瀬川水系

 鳴瀬川総合開発事業に関する基本計画の策定に合わせ、河川整備計画の本文の修正（ダムの名称）を行います。

令和2年12月16日告示
鳴瀬川ダムの建設及び漆沢ダムの建設（再開発）に関する基本計画

ダムの名称決定に
伴い、整備計画本文の
記載を修正
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鳴瀬川総合開発事業に伴う損失の補償に関する協定書調印式 鳴瀬川水系

 令和３年９月２５日、鳴瀬川総合開発事業に伴う損失の補償に関する協定書調印式が執り行われました。
 今後、用地補償や工事など、新たな段階に向けて事業に取り組んでいきます。

長沼溜池
（土地改良区）

漆沢集落

●国土交通省と鳴瀬川ダム補償対策地権者会連絡協議会
が、鳴瀬川総合開発事業に必要となる土地等の取得等に関
し、基準となる価格等に合意したので『鳴瀬川総合開発事業
に伴う損失の補償に関する協定書』（以下「協定書」）の調印
式を実施。

■開催日時 令和3年9月25日（土） 13:00 ～ 14:00

■開催場所 やくらい文化センター
（宮城県加美郡加美町）

■調印者 東北地方整備局長
鳴瀬川ダム補償対策地権者会

連絡協議会 会長

■立会人 宮城県副知事
（知事代理出席。知事よりビデオメッセージ有）

加美町長

■出席者 鳴瀬川ダム補償対策地権者会連絡協議会
役員１１名

鳴瀬川総合開発促進期成同盟会
会長 大崎市長
副会長美里町長

加美町議会鳴瀬川ダム建設に関する
整備調査特別委員会 ９名 等

協定書は、円滑な補償の推進に資
するため、土地等の取得等の基準と
なる価格や補償の方法など損失補償
に係る事項をまとめ、その内容につ
いて地権者団体と国が合意した証と
して締結するものです。

式典では、地権者会連絡協議会会
長と局長による協定書への署名・捺
印が行われました。

協定書調印式

（左から）
加美町長、東北地方整備局長、鳴瀬川ダム補償対策地権者会連絡
協議会 会長、宮城県副知事

村井知事の
ビデオメッセージ

地権者会連絡協議会会長と局長による署
名・捺印
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（参考）鳴瀬川総合開発事業の概要 鳴瀬川水系

鳴瀬川

吉田川

新江合川

滑川

0 5 10km

青野川

花川

保野川

石巻湾

田川

鳥川

宮床川
南川

陸羽東線

東北新幹線

東北本線

仙石線

国道45号

国道346号

N

多田川

落合

国
道
４
号

野田橋

野蒜

三本木

味明川

善川

漆沢ダム
（再開発）

鳴瀬川ダム

南川ダム
（県）

宮床ダム
（県）

三
陸
縦
貫
自
動
車
道鞍坪川

竹林川

西川

鳴瀬川中流堰下流

東
北
縦
貫
自
動
車
道


